
資料１－補足

協議事項 「自治基本条例推進会議のあり方・進め方について」補足資料 論点の整理 

◆議事とした経緯
「条例の運用状況に関する現在の指標を用いた確認は、行政評価と重なり、行う必要があるか」等

↓ 

「推進会議のあり方・進め方」を協議事項とした

◆令和３年度第１回会議及び会議後において提出された意見を整理したもの 

所管事項による区分 
（推進会議設置条例第２条）

主な論点・これまでの意見等 

⑴ 条例の適切な運用 指標による検証 現行の指標は数が多いため絞り込む

何らかの指標は必要 新たな動きがあったものや実効性が

危ぶまれるものなどをピックアップ 

事務局で主要なものに絞る 

指標の修正・再構成 

段階的な指標の設定など組み立てか

ら作り直す 

事業・計画策定プロセス

による検証 

新規事業・新たに策定された計画を

対象として検証 

新たな検証方法として事

業や計画策定経過から条

例の運用について検証 

対象となる事業・計画からピックアッ

プして検証する 

大きな予算が充てられた事業・計画

を対象として検証 

⑵ 条例の普及  ●認知度の向上（数値）にとらわれすぎない 

・参加・協働が推進されたかが重要。 

・認知度向上が目標とならないように。 

●普及・啓発に注力したほうがよい 

⑶ 条例の見直し  ●名称や内容を分かりやすくしたほうがよい 


